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’離乳期における魚に対する意識調査

一第・1報 離乳期におけるたん白性食品の使用状況一・
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　厚生省離乳食幼児食研究班が1980年に発表した「離乳ド

の基本」によれば，離乳食として用いる食品の種類は，

離乳の開始時から，特に制限する必要がなく広範囲に用・

いることができるとされている。しかし，この’ 離乳の

基本」発表2年後に膏われた水野らの調査によると詑全

国ζ18保健所φき0％は， ・尚離乳指導に当だっセ使用食品

め種類を月齢と英に徐々に増加する方法をとづ七いだぎ

指導される親にどう迭も使用する食品の種類を具体的に

示され七1』次第に範囲を掻げる方が実行しやすいであろ

ケじ昇ま差家庭1どおげる離乳φ協合さ よ・げ安全な方法と

孝瀦劣全纏轟磁鵡と論チ議島あ

種類は最近増加している反面魚離れ1）の進行が蘭心を築

めている。これに対して米国では成爽病予防め見地鋤か

らたん白源とじ亡獣肉よわもむし1ぢ魚肉をすすめ七いる。

成人の食習慣。食味嗜好が幼少蒔1と形成されだ食習慣や

食味嗜姓とどのよ》うな関係にあおがは未だ明確にされて

いなO凡が』何らがの可能性を示唆ナる例が報告3）・され宅

“るよこのぶづな視点から離乳期に魚肉がどめよづに用・

い られ宅“6め～を他めたん白憾食諾と比較じてみること

ほ興味あるξとであり1また従来魚を主要たん白源とし

右きだわが国に：どらて意義深いご㌔とに思われる。 そごで1

r実際に離乳期乳児に甫いられそいるたん白性食品にづ麟

亡，1食島め種類とそめ使用頻度評使用する或はしない理

由，1吏に字供や家族の嗜好などを含めた使用状涜を知る

ため紙面調査を試みた6・1野こ、 巴（
一

　一糞』㍗ 1．l　U』’l　r 、こ：r 　｛・ 1一 蒜ll〆

蟻虹・；・調査方法および対象 l　l

（船二“！ト（ ＝、・』1，［、eノ 鵯r ．＝．三e　、 1・　高ド1
ト

　・代表的な亮汚白性食品13種を選び離乳期乳児め食生活

におむる使甫状涜，1『と：れらの食品に関して栄養 ・入手・・

価格す保存岩よ：ぴ調珪の各面匿対する毒親の意識評乳児

　　　　 ＝．二・・山’内‘・劫愛㌧曳 武 藤静子

1および雄囎好性鱒こ関する西ゲート晦を織

、して糞蔀つち嘩、既立っ：驚腿噺を鰯地
　区 海辺地区および山間地区年六別し，調査目的を添え

』た調査表を送付して調査協力皆求めた。諾意を示、レた保

健所の地域は・北髄嫉塵爆曝びそP麺でこ
、1のうち海辺地区が最む多くr45％壺6平野および山問地区は

・ほぼ等しく27，28％であった。対象は上記各地保健所で

　行われている乳幼児検診に参加じた5ん24カ月児癒29・名

　でヂ乳幼児の月 齢分布は51ガ月鼻6ん7 ガ月， 慰起10力

　身詳n－24ガ月がそれぞれ疹メ2鴬喉1ボ二28％であらた、（衷

　11％，・ デシケート・用紙ぺめ記天め大部分ほその母親に誤ら

　てなざれたが一部は保健所栄養士の聞ぎどりで行われた5

　調査期間は均82年11！月から49錦年1・月／蓉ある♂』二ぢ罫
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　牛乳・チー女・ヨーグルト5卵’」鋤魚な魚あギ遮あ≧

半生（白す干・むじが乳“な～ン・ 魚書譜1ゼ年豚府ミ鶏

肉乙叛去』ヅ」】セージβ・豆腐および納豆あお勧～彗ぎ，

地域。肩齢を度外視むそ』 離乳養た尤白濠どじそ薯あ謹

凌用トられて‘、るがを 卜未使用」，』「殆んど使わ鎧』レ1ド蒔

蒔使ら1工玉トよぐ使う」ーおよぴ「殆んと毎日便箏ゴあも項．
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衷2　離乳食たん白源13種の使用状況（％）

食品名
　　　1）

使用
殆んど　2）

使わない
　　　2）

々使う

　　　2）よく使う 殆んど　2）

日使う

　　　1）
回答

牛　　　　　乳 18．7 10．2 27．3 15．0 47．5 1．9

チ　　ー　　ズ 34．7 27．4　 48．8 ．13．2’』 10．6 3．6

ヨーグルト 17．6 13．1 41．9 24．8 20．2 2．9

卵 3．8 2．7 20．2 32．5 44．6 1．6

鮮　　　’　魚 亘2．5r 7．7 40．2 37．6 14．5 3．1

干』もrの 53．2 45．5 40．0 9．9 4．6 4．3

半　　　　　生 23．6 12．5 48．0 26．7 且2．8 3．9

魚　　缶　　詰 55．9 53．5 36．0 8．4 2．1 3．8

牛　　 豚　　肉 34．0 i7．3 52．1 27．5 3．1 3．6

鶏　　　　　肉 26．6 13．5 52．0 3ユ．0 3．5 3．2

ハムーソーセージ 45．2 32．5 44．7 18．6 4．2 3．9

豆　　　　　腐 2．9 0．8　 20．5 46．3 32．4 1．7

、納　　　　　豆 50．0． 38．2 35．1 16．3 10．4 410

注　1）全数に対する剴合

　2）全数より未使用と無回答の数を引いた多少ども使用していると回答した数に対する割合

目に分けてその出現頻度をみると表2のようになる◆即

ち，未使用率の高いものは魚缶詰・干もの・納豆・ハム

ーソπセージ哉どで約半数を占め，豆腐・卵は3％前後

と極めて低い。． 他はこの中間に入るが，中では鮮魚・ヨ

ーグルト．・牛乳などに未使用が低率である。未使用では

ないが「殆んど使わない」は「未使用」の場合にほぼ平

行し，最高魚衝詰の53，5％から最低の豆腐0，8％であった。

「時々使う」項目では，牛豚肉・鶏肉が50彩を越え，1
ー

ズ。半生・ハムごア」セージ・ヨーグルト。鮮魚。干も

のが40％で続き，牛乳・卵・豆腐は20％前後であった。

これに対して「よく使う」では，豆腐が46彩と最高とな

り蝉魚・卵・鶏肉がほぼ％，続いて牛豚肉・半生・ヨー

グタトが％で，、魚缶詰と干ものは10彩以下と順位が逆転

する。r殆んど毎日使う」では牛乳・卵がそれぞれ48・45

％でトップを占め‘5豆腐32％，ヨーグルト20％，鮮魚15

％で，魚缶詰・牛豚肉・鶏肉。ハムーソーセージ・干も

爾尽二与％年嘩たない。

　何れにしても豆腐・卵・鮮魚などが離乳食たん白源と

して頻回に朋いられている現状は，入手や調理の容易さ，

消化性などに有利な日本的な離乳法が今尚かなり広く採

用されていることを示すものであろう。干もの・魚缶詰・

納豆などがあまり用いられないのは扱いにくさ，食べに

く誉参どにタる樗）ではあるまいカ㌔

　2、二 惑野、．渾犀，山間地域別使用状況

　．離乳傘たん白題¢）攣用爾仕方に平野・海辺・山間など

爾地啄差があぐかどうかについて検討した（図1）。「未

使用」の項で平野培区Φ魚年騎とハムこγ一乍一ジにま

た「殆んど毎日使う」の項で山間地区の卵と豆腐に何れ

もやや高い比率が見られ＃がその他はどの項目， どの食

品にっいても多少の変化はあっても地域差らしいものは

殆んど観察されなかった。考えられる理由として津々浦

浦へのスーパーマーケットなどの進出により入手し得る

食品の種類に地域差が殆んど消失したζと，、厚生省そΦ

他の活発な広報活動を通じて標準的な離乳指導が広く．行

われるようになったことなどがあげられる。ζのような

ことから，本調査に関する限り地域別に扱う必要はあま

りないように思われる。

　3．月齢別使用状況

　離乳食たん白源の使用頻度が月齢の進行に伴ってどの

ように変化するかを検討した（図2）。・

　食品別にみると，「牛乳jは5カ 月時60％以上未使用で

あるが11～24カ月に至って殆んど毎日便うものが66％に

達した。しかし，予期したよりも牛乳を毎日使うものは

低率であった。離乳食幼児食研究班の調査4）によると，

離乳完了時のミルクの使し♪方について，「牛乳だけ」より

「粉乳又は牛乳を与える」と回答したものが遥かに多く約

3倍に達している。本調査の対象に牛乳崇毎日使うもの

が意外に少なかったのは，この時期でもまだ調製粉乳或

は高月齢児馬粉乳（フォローアップミルク）を使用する

児が多いことによるのであろうか。「チ7ズ」は真1724カ

月時においても未使用が15％あり「時々使う」がほぼ4

害1鷹度でr毎日使う」は10％に過ぎな｝∀4刺ロまわが

国におけるチーズ使用の歴史が浅いこと，特有の匂いの

ため母親自身になじみが少ないこと．など摂考えられう。

「ヨーグルト」はチーズと伺じ乳製品で毒りながらチrズ

よりずっとよく使われており5カ月の未使用率は牛乳よ
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山本他1離乳期における魚に対する意識調査 （第1報）

鰯 二、

　　　　　　　，、、、…乏ll▽i㌧夢r 穿
障，◇△轡騨・瞬哩締嘩塾廃袖

りも低いKちいセおる。一11～24カ月時の・「時々使う」 乏

「よく使う」を合わせると50～60％となった。口あたり

の滑らかさ，淡い酸味が好まれるのか，かなウ㊨頻彦で』、』・

用いられていることが察知される。勿論ヨーグルトは栄

養的にすぐれているが，製品によっては甘味やフレーバlr『・

磁どの問鋤あり・児が齢という理由だけで牛物ジ 　　　　　、代りに使うということには賛意を表し難い。「卵」は5カ

月時に未使用が％程あった他はよく使われ，6ッ10痢耳
、，．r

時で既に「よぐ使う」と「毎日使う」を合わせると73％，

11～24カ月時には82％となり，離乳食のたん白源として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し 　　rr　一

ばかりでなく無機質・ビタミン源として重要な地位を占

めていると考えられる。ただ卵はコレステロール含量が

多いこと，乳児によってはアレルギー源5）となることな

どで卵を与え始める適期6）について1螺 1蜘τ木き1、

な開きを見せている。
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　「鮮魚ナは挙げられた食品の中では比較的よζ鶴いられ

る方で5カ月時でも半数は既に毎えら苑てお軌未使用

顧卿カ月時に1噺衝獅1耳，時蜷趨臆速に
蔽レ． r殆んど使わない」、 も聯ど擁動妙4郷
減少し1た。一方「時々使う諏「毒、く使う」ンは5カ月時す

でに耀度にみ猟気の御戦無増力日蛭炉勘

崩輪％燵した・更に沸ん海日使う坤の幽
胡興Fは0であったカ～ ‡1ん勘月時1こは1，8殊叫

牛乳了卵・豆腐に次いで第4位を占めた。この成績は鮮

魚魔鯛始月齢欄凱耀告6）栖村ら％髄結
果ど類似している。山口「ら鈴．は成人におげる魚の使用頻

度‘こっいて週2－3回漁するも鋳4・一5・％ と最多・、

毎日摂る者は10～20％であったという。これらの成績か

う桑盗と魚1ま離乳潮乳児・成人を問わず今尚日本人のた、

ん白源としてかなめの地位を占めているように思われる。
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山本他：離乳期における魚に対する意識調査 （第1報）

離乳傘占して熱が日本でょく使や紅ξの捗魚種牟輩富な

こと，身が柔らかで調理が容易なζ．とレ，味が濠自で拳るさ

こ』となどの特性によるちのであろう。詫摩9）にまた赤身

魚も離乳食として栄養価 免・消化の点で白身魚に劣ら沁こ、1

聴糊剛する頗鰍で明らかにしており，松野ら⑨

は魚たん白質の生物価に8Q前俵南I 似、ラク トァ趣ブミ

とよりは劣るがカ、ゼ｛ンよりゃや優むて蟻るζ；とそ見串

頃．ヤ卿山ら19は利用可能鉄を測定レ擁果・自

身魚に鉄源と、して 「さけ」 に劣うとし）う結畢を得ている。

同じ魚類であ りながらず干もQJ舷未使用率が著 し1く高i

く・11削怨々月時で1も鎚多以」ヒありゴ〔よぐ使う』ンや∫毎日N

使う」は皆無に近い。このことは，身がレま？でいて使ミ

いにくいζと， 鮮魚が入手しゃすヤ・零診 と思われる。 〔半

生」．rにβ～ 10ウ月 時資も未使用が尚舛に爾 ほ1る凶ざ』「時々1、

使う 』，1 「タく使う」、を合わせると％に・なりゼ風れが工1牲

24塑丹時に’は％塔至りポ干ものに比曇る養ずっと使用頻、

脚ミ商り。．壌分含母・編生面儲に問題がなし駅ではな，

緊力㍉、季良かさ乏墜g雛白さ耽保存悔駆比較的筒いζξ卜

謂理r＝謁味爾しや亥室など⇒・ら利用レやすいのであろう。

r方 「魚缶詰』…1尽未使用のトヅプで工r工～24ヵ月時に至？

でも⑩彩の未使用瑛あり・・「時々使ゑ』は2Q彩程度1ζ過ぎ

馨しll。魚街詰橘1調味緕みのもφが多くすぐ禽べられる

便型苓ξ背中合わ量に調味の濃さが難点であろう鉱素材

皆熱処理し朔だサ或は極く薄味粥した もの牟市場に広く・1

串まわ樹まも！7と：利吊燐増柔」るのでなあるまいか。、、1

　珂牛豚肉」 却タびr鶏肉」、は‘郵ぎ同様獄繹過をたξり，じ

毎日塵う、醜は極く少ないが 〔時々使う」だ6、堀以降

に多くみられ「よく使う」と合わせると6～10カ月時で

45～鎚，彩 ・μ窩24匁月時衝㌣30彩ζなり， 鮮魚に次いで

赤．く用鱒ら 塾る此肉自源Φrっである。・離乳食幼児食研

突班勾調糞成績舷でも鶏肉詣牛肉に7，々月，、豚肉は8カ

・月の痺用開輪髪適当、と1する査Φが多く・ 15i力帰を挙げた

もの鉢樽凄∫少奏酔？∫ひ拳丁アr竪一ミ～」、は全期間を通

㎏歩痺馬ヂ多く滋「時々倹ウ」 が！1佃24ヵ月に至？て漸気

40彩に達，レた穆度でガモ庵のや半生と1丞ぼ同様な経過を

牟ξってい、義。，道れら曝離乳後期から幼児期の小児に好

零典易焼属味・目当牟りを・もっ ていうカミ・f利胆度が低か

っ典のは原材料・、発色剤異食埼濃度などが危惧の念そ抱

かせ・多ΦであろうかQr 最逗で橘奔毎剤を用いないものダ、

食場濃魔を準．うしたものの無添加と錦打ったものなどが言

市場に趨殆碕た。 乳幼児眞筆心して与えられる製品の開、

発を望み岸～、戸レき今εソrセrジ」の使用開始適期を珍力・

月以降≧、する南¢〉が最も多か？＃≧いう報告6）も南り，

こ煎ら鯵離乳期場降鈎児朔後半で使用」が増加するかも知∫

概な鎚i・…
㌧・ 弾、』．』

』1 バ！

唱』ll』・1 ：： 』“・

・1 「豆腐J 蝕5ヵ月時の未使用が28鮮にすぎず，ll殆んど使

わなし｝家庭は皆無に等しくげ時々使う」・が45％1 「よく使

う」も又％にみられ5カ月時の使用頻度と・じては他の追

随を許さなし》。． 月齢の進行と 共に使用頻度は更に増加し，・．

1h24ヵ月時には’「よ』く使う 玉と歪殆かど毎日使う∫を

合わせると84％に達し，卵の82％をわずかながら越えで、

いる。腐敗しやす凱などの問題はあづてむ豆腐はやわら1

かさや淡白さと良質のたん白質1乙 消化の良さ， 入手や調、，

理のし易さなどを兼ね備え兆日本的離乳食の典型と言え

るかも知れないもか方同じ大豆製品である 「納豆」は11飼

24カ月時にも未使用が％あり汀殆んど使わないjl毒 合わ奇

せると．6割にな、りレ 魚缶詰のjT割に次いで多いε。しかし｝

11乍24カ月時「よ×使、う徴と護殆んど毎日使う」，を合わ

せうと約3割となり，㌧干ものや魚缶詰より1は多爵ヂきズプ

と同程度である。納豆は日本古来の食品であり栄養価・・∫1’

消化性1～）の点でも他に遜色がないにもかかわらず使用頻

度が今←う伸びないのは‘＝やはり特有の匂い許粘りなど

が好まれないのでおろうがぷ良質ぞしかも安価なだん白

源の←つであるだけに残念に思われるよこれら豆腐1し納

豆などの大豆製品のだん白質の消化吸収は乳児を対象ど
した窒素代謝試験13）で魚∋ら卵などに劣らない邑とが認め

られている5．ごllぺ1・1ユ！∫』ン諺ご1誤i
11 』　「」　・冥阪1

1叫』使用する又は使用しない理由一く ・板殊△い・ぢ・f負

　各食品の使用する又は使用しない理由として健康

（a・．体によい臼bミ・下痢をする・ 6」 湿疹がぞる）1栄養

（lal・ある b； ない）〆』［入手て）a｛1容易l　b£園難）1ン価

格でa・，二安い　b　l高い〉〆・保存（a．1容易』∵b、。困難）∫“

調理く∫a』 簡単l　b写面倒），1児の嗜好ド（・a「．好ぎ‘・賦鎌

い万家族め嗜好罵a望好砦ぐb．㌧嫌い）1の8 項目を挙げ1’

得られた回答を検討したとごろ図3のようになづだ。i1回

答率は食品の種類双理由め各項目によづて異な’りザ 1食品

の中では豆腐・1牛乳・卵・・ヨーグルトが47扇43％で高ぐ‘・

干もの・ハム1一ゾ嶺ゼージ。 魚缶詰が20％台で低ぐ，』ン象r

た理由では丁栄養∫が48％， 「児の嗜好」が47％で」ふ二

位を占め次いで1「健康〕が34％，「保存も価格」、は共に26

％で最低で総平均回答率35％であった。’食品と理由項目1

の組み合わせでみるどヨ匙グルドに対する嗜好76％が最

高，・次いで卵の栄養65彩｝臣最低は魚缶詰の健康と価格の乙

18％であるび使用頻度の低がづたものに概して理由の回

答率が低塑5だ瀞関心の程度を示しているように思われ

る。又理由項’目1に対し＝てぼぢきりFa」 ’とも丁δ」1と巻一

言え・ない1が塩確飢短e∫の 気持が含まれている場合に回

答率の低ゆごども推察きれるも使用頻度にづいぞは対象

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■を「殆んど使用しない，ll 1群」，〕「時々使う，11 慰群jl・不よ

く乃至殆んど毎日使う≧ 1皿群」の3づに分けて作図した占
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　先ず，・理由項目別にみると，健康に関しては豆腐を除

き使用頻度の高い群程使用に対するプラス要因である
「a』」 の回答が増加している。マイナス要因である「b．

下痢をする」は使用頻度の多少に拘らず牛乳・ヨーグル

トに数％みられるのみで他は殆んど1％以下，「c． 湿疹

がでる」は卵の1群に29％，H群に2％みられるのみで

ある。全食品を通じてみると，1群であってもマイナス

評価の「b，・C」は限られたものにみられるだけで全般

的に少ない。使用頻度の低い1群にもプラス評価「a」

はみられるが，H，皿群に比較すると著しく低率で例外

的な豆腐（43疹） を除き10％前後である。岨群では大半

（40％前後）が・「a　Jと回答しており，皿群ではいずれの

食品でも「a」評価が∬群よりやや多ぐ，牛乳・チーズ

では50％を越えている。これらの食品が 「健康によい」

と考えている人が多いことを伺わせる。

　栄養に関しては，1群でさえも牛乳・ヨ」グルト・豆

腐・半生を 「a」評価したものが20％前後にみられ，∬

群では卵 ・牛乳・牛豚肉・鶏肉・豆腐－㌻納豆が50～60％

と高く， 皿群に至るとチーズ・牛乳・，卵・ 納豆のように

70％を越えるものが「a」評価を行っている。一方ハムー

ソーセージではH群，皿群でも「a」評価をしたものは

少なく，rbj評価即ち「栄養がない」とするものが他の

食品の場合より多かった。といっても1～4％程度であ

るo

　 入手の難易については「b」とするものが，魚や魚製

品に比較的多く1～皿群を通して鮮魚に2～9％，干も

のに4彩，半生に1～2疹みられた。しかしこれらの地

域性はみられなかった。「a」評価はH，皿群におし．、ては

ノトムーソーセージ。 鶏肉のやや低い値を除き全般的に40

％前後であった。

　価格に関してはチーズ・鮮魚・牛豚肉に高いとする傾

向が使用頻度の多少に拘らず3～14％にみられた。チー

ズと牛豚肉においてはH群よりも皿群にr高い」とする

ものが多くみられ，高いけれどもよく使うもののようで

ある。一方「安い」としながらも納豆は使用頻度力抵く，

安いから使うというものでもなさそうである6

　保存しにくいとするものは当然のことながら鮮魚・豆

腐に多く1群から皿群を通し10～17彩みられ，牛乳・．ヨ

ーグルト・牛豚肉 9期肉・納豆にも 5～8％みられた。

保存しやすいもののトップは魚缶詰の皿群で46％， 次い

でチーズ・卵・ 半生のH・皿群で30％前後であるQ

　調理性について， 調理しにくいとするものは牛豚肉・

鮮魚・鶏肉に10彩前後みられた他はせいぜい3㌍5％，

r方調理が簡単とするものは豆腐・卵・牛乳・チーズ・

ヨーグルト・魚缶詰のH。皿群に40％程度みられた。

　児の嗜好では，使用頻度が低い程「児が嫌う」割合が

多く，鮮魚と豆腐を除き1群の「嫌いjは「好きjより

遥かに高率にみられた。 ∬群でもまだ「嫌う」児が多少

あるが皿群になるとさすがに低下して2～3％であった。

「好き」は魚缶詰を除いて皿群ではどの食品も40％を越え

特にヨーグルトでは76疹に達「した。

　家族の嗜好は，食品による差はあまりみられず，児の

嗜好と同様便用頻度の低い1群に「嫌い」が多く特に納

豆・チーズ・魚缶詰では「嫌い」が9～19彩にのぼ1 た。

皿，皿群においても尚牛乳とチーズに4～6％の「嫌い」

がみられた。二方「好き」は全体的に児よりも低率で30

％程度であった。

　食品側からみると1牛乳では使用頻度の特に低いもの

が11～24カ月時に至っても10彩程度あるが，牛乳に対す

るマイナス評価としては，「下痢をする」，「保存しにくい」

が7～8％程度であるのに対し，「児が嫌う ∫が17～20％

に達している。このことから児の嗜好が使用頻度にかな

り大きく影響するように思われる。坂本ら14）も摂取量の

多少は児の「好き・嫌い」がかなり影響していることを

述べている。チーズは1欝よりもむしろ∬，皿群におい

て価格の高さが実感されるようである。チーズに対する

児の嗜好では「嫌い」 が目立って多く1群で29％，H番

で11％，更に「家族が嫌う」も11％あり，これは特有の

匂いによるものであろうかQ一方ゴーグルトは児の嗜好

に対する評価が最高だった食品であるが，そめ1群に

は「児が嫌う」が30％近くみられた。また保存しにくさ

や下痢をする，価格が高いなどが数％ずつ挙げられでい

る。

　卵に関しては，1群で「湿疹がでる」が29％に達しア

レルギーが原因で使用を控えざるを得ない児が少なから

ずいることが認められた。しがし中1ζは，湿疹がでるが

よく使うと回答したものも少数ながらみられた。』 「児が嫌’

う」も1群で20％，H群でも17％を占めているが，栄養・’

入手・価格・調理の手数などの点宅メリットが多く豆腐

と並んで使用頻度の高いのはこのためさあろう。

　鮮魚は，価格・保存・調理などに難点が多く’I　l∬群

では入手や児の嗜好にマイナス評価もみられるが，健康

上の問題もなく，栄養や児の嗜好の 「a∫評価も高く，

マイナス要因が多い割には使用頻度の高い食品である。

特に最近は，成人病予防の見地から15暫17）魚のEpA（工一

イコサペンタエン酸）が注目され始めているため栄養価

のプラス評価も高まっているのであろう。干もの・半生

は1群で「児が嫌う」が16～17％にみられる他は挙げら

れているマイナス要因は少ないが各項目 とも回答がやや

控え目である。魚缶詰は問題として児の嗜好・価格が挙

一120一
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げられているが際立ったマイナス要因はみられず，使用

頻度が低迷する原因がこの調査だけからは分からない。

　牛豚肉と鶏肉に関しては1，H，皿群共保存・児の嗜

好・また牛豚肉では価格などが使用頻度に影響すると思

われるが，「時々使う」と「よく使う」を合わせるとかな

りの使用となマており，∴これらマイナス要因も使用に際

しては重大な壁になっているとは考えにくい。ハム・ソ、

一セージは嗜好の点で王群に「児が嫌い」が12彩と高率

であり，また「栄養がない」とするものが他の食品に比

べれば多いものの1群で4彩程度であった。むしろ食塩

や食品添加物の問題が潜在的に使用を阻んで焼うので昧

ないだろう力多

　豆腐は保存性について1～皿群いずれも10％以上がマ

イナス評価をしており，1群では価格。児の嗜好にもマ

イナス評価がみられ多がアレルギーの問題もなく栄養・

入手。調理・皐の嗜好越ξ卵に凍ぐ高い使用頻度の要因

になっているのであろう。 納豆は健康・栄養・価格の点

で申し分なく，他の食品同様，児および家族の嗜好が使

用頻度に大きく影響しているζとが推察される。

w　要　約

　従来，魚はわが国の離乳食たん白源として重要な位置

を占めていたが，最近わが国でほ一般的傾向として魚離

れの進行が注目されている。そこで今回魚を含めた13種

のたん白性食品（牛乳・チーズ・ヨーグルト・卵・鮮魚・

干もの。半生・魚缶詰・牛豚肉・鶏肉・ハム・ソーセ』

ジ・豆腐および納豆）が離乳食にどの程度用いられてい

るか，又用いる或は用いない理由はどこにあるかについ

て平野・海辺・山間の三地域の66保健所を通し5～24カ

月の乳幼児主929名を対象に紙面調査を行い次φ結果を得

た。

　　　　　丁と
　1）全俸鰻に牽使用率Φ高かったものは，魚缶詰・干1

もの・納豆♂ツ￥1ム。rソーセージなどでそれぞそ約50％の

乳児が未使用であった。未使用率の低いものに豆腐・卵

がありどちら1も約3％∋鮮魚は13％であった。

　2〉「与えだ雀とはあるが殆んど使わない」の比率は未
　　　　　る　　
使用よりやや婿いが願位は未使用率とほぼ同じであった。

　3）「時々使う」は牛豚肉・鶏肉に比率が高く5D％を越

え，卵・豆腐は尚低く20％程度，他は大体40％であった。

　4）「よく使う」は豆腐が最高で46％，次いで鮮魚が

卵・鶏肉と並んでほぼ％であった。しかし干もの・魚缶

詰は5％に満たなかった。

　5）「殆んど毎日使う」は，牛乳・卵がトップで50％

弱，次いで豆腐が32％と高い他は全般に低く，鮮魚はヨ

一グルトに次いで五位で15％であった。魚缶詰・体豚

肉・鶏肉・ハムーソーセージ。干ものは5％に満たなか

った。

　6）食品を用いる或は用いない理由のうちマイナス要

因としては，殆んど使わない群において健康に関してア

レルギーがあるとしたものが卵に29％，牛乳に8％程度

みられた。また価格ではチ』ズ・鮮魚・牛豚肉に，保存

性では鮮魚。豆腐に10％前後のマイナス評価がみられた。

一方児の嗜好では「殆んど使わない』群の納豆・チーズ・

豆腐・牛豚肉。卵に「嫌い」が20～30％あり，使用頻度

は児の嗜好がかなり大きく影轡しているものと思われる。

し冷し何れにしてもこのようなマイナス評価はある程度

使用抑制に作用するであろうが必ずしも使用の有無を全

面的に左右するとは限らず，demeritを挙げながらも尚

使用している例が少なくなかった。

　例えば鮮魚についてみξと，価格・保存。調理の点で

マイナス評価が他の食品よりやや高率だったが，児め嗜

好は卵や牛乳に劣らない評価を得ていた。離乳食たん白

源として週1～2回以上使用するもりは11～24カ月 時に

おいて，豆腐・卵は99％，次いで鮮魚は93％で第三位を』

占めた。一方同じ魚類でも魚缶詰や干ものは価格・保存

性・調理の面で評価されていたにも拘らず利用は28およ

び40％と低かった。　　　　〆

　7）牛豚肉。鶏肉は， 価格。調理においてマイナス評

価（10％程度〉されているが，89および85％が週1ん2

回以上使用していたQ

　8）尚日本古来の納豆は，児の嗜好（「嫌い」が30彩以

上）以外何らマイナス要因がないのに使用が干ものと同

程度であった。
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Mother's View on Fish as Weanip:g Food 

(1) Survey bn Serving Frequency pf Protein Foods Including 

Fishes for the Weaning Infant. 

by 

Hatsuko YAMAMOTO, Kiyoko MIZUNO, 
Ai YAMANOUCHI, Shizuko MUTO 

Fishes have held a, high po~ition as protein sources for Japanese weaning infants in the past. How-

ever recently we ~re apt to keep fishes at a respectful distance inspite of the new movement to reevalua-

te the nutritional merit of fishes. Here we decided to carry out a paper survey to know how often and 

why fishes and other protein rich foods were used as protein sources of weaning foods. The question-

aire was sent in 1982 to the health centers which expressed assent to cooperate the survey. The 1929 pa-

pers were re~overed from mothers who have infants aged 5 to 24 month~through the health centers which 

were consisted of 27% farming, 45% fishing, and 28% mountainous areas. 

The following results were obtained. 

(1) As a whole more than 50% of infants had not experienced canned fish, salted and dried fish, natto 

(fermented soybean) and ham & sausage yet, but infants of only 3% for tofu and egg, and 13% for fresh 

fishes had not. "Serves sometimes" (once or twice a week) was the highest in beef & pork and chieken, 

showing more than 50% of the subjects belonging this category. As to other foods roughly 40% were 

served with this frequency, except 20% for tofu and egg. With increasing frequency, that is, "serves of-

ten" (3 to 4 times a week) tofu came up to the top (46~~) followed by fresh fishes along with egg and 

chicken (around 35%) , while dried fish and canned fish dropped down to the bottorn. In the "serves al-

most everyday" category cow's milk and egg oocupied the first place (nearly 50%) the next being tofu. 

Fresh fishes came to the fifth preceded by yoghurt. Most other foods stayed belew the 5% Ievel. 

(2) The questionaire asked the reason why these foods were served or not served from the view points 

of healthfulness, nutritiveness, ebtainability, cost, keepability, cooking easiness, infant's taste, and 

mother's taste. Among the demerits stated from these points allergy was 29% for egg and 8% for cow*s 

milk in the groups which had never been served. High cost was around lO% for cheese, fresh fishes and 

beef & pork, and poor keepability being 10 to 17% for fresh fishes and tofu. On the other hand infant's 

dislike was relatively high (20-30%) for natto, cheese, tofu, cow's milk and egg. These demerits espe-

cially allergy and infant's taste must have restrained to some extent the serving frequeney, but did not 

necessarily totally, perhaps because many other merits attached to the food, Iike good for health, nu-

tritious and tasteful for infants in particular. For example, inspite of poor keepability and high cost, 

fresh fish was one ef the foods relatively frequently served as well as tofu and e~g, compsred with other 

foods. In comparison, dried fish and canned fish were not served so often as fresh fish despite of high 

rating in keepability, cost and cooking easiness. 
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